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今回評価した人工分子リガンドは、がんの検出や治療のための薬剤シードなどの応用や再生医療への応用が期待される。

利用成果報告書

成果公開有償利用

生体分子のセンシング・動態制御を指向した人工分子リガンドの創出

micrOTOF、BIACORE 分子間相互作用解析装置、FACS Aria II セルソーター

生体タンパク質に結合する化合物について、BIACORE分子間相互作用解析装置を用いて、標的タンパク質への結合能を評価した。ま
た、相互作用解析に使用した化合物に関しては、HRMSの取得を行うためにmicroTOFによる精密質量の分析を行なった。また、機能
性を持つ人工分子リガンド探索を加速するための手法として、マイクロビーズを用いた化合物のハイスループットスクリーニング技術の
確立を目指し、FACS Aria IIセルソーターを用いて、標的に結合したマイクロビーズの選択方法の最適化に取り組んだ。
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